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カ
v 

ツ
キ

i
に
お
げ
る
濁
占
度
概
念
の
費
展

I烏

津

高

サ
ム
エ
ル
ソ
ン
が
「
経
済
分
析
の
基
礎
」
(
一
九
回
也
年
〕
に
お
W
亡
、
勤
率
的
安
定
候
件
の
吟
味
を
通
じ
て
、
加
わ
ゆ
る
真
正
動
事

-
E
D可
国
民
自
{
自
の
シ
ス
ア
ム
を
樹
立
し
て
以
来
、
経
済
建
動
の
動
閣
情
的
展
開
が
多
く
の
閥
単
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
、
と
ァ
ク
ス
、
ハ

y

セ

Y
な
ど
白
乗
数
と
加
速
度
医
子
と
り
結
合
に
よ
っ
て
景
気
持
史
致
過
程
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
す
る
業
績
を
は
U
め
と
し
て
、
〈
ロ
ッ

ド
、
ド

l
v
l
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
な
ど
を
開
拓
者
と
す
る
趨
勢
的
な
経
済
成
長
介
析
。
翌
達
、
さ
ら
に
、
ハ

l
ず
ァ

l

F
大
皐
を
中
心
と

す
る
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
7

8

シ
ス
テ
ム
の
動
準
佑
な
ど
、
最
近
の
現
論
経
済
問
辛
田
作
り
主
た
る
閥
心
は
、
こ
れ

b
一
連
の
経
済
分
析
白
動
車
十

佑
を
中
心
的
友
テ

l
T
と
し
て
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
h
っ
て
も
大
し
た
誤
り
は
な
い
と
思
う

a

己
心
£
う
な
と
き
に
あ
た
っ
て
、
は
や
く
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

E
観
的
動
間
中
宮
ι
己
。
ロ
〕
E
P
E
{
E
の
開
拓
者
と
し
て
、

7
F
y
シ
ュ
と

並
び
稀
せ
ら
れ
る
カ
レ
ツ
キ
ー
が
、
最
)
紅
「
経
済
動
率
の
理
論
|
|
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
周
期
的
愛
動
と
長
期
費
動
と
に
闘
す
る

一
試
論
]
(
一
九
五
四
年
)
と
題
ナ
る
論
文
集
を
刊
行
し
た
己
と
は
、
そ
れ
白
躍
が
注
目
す
ペ
き
皐
界
の
牧
獲
て
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

今
後
心
強
展
の
た
め
に
多
く
の
一
万
陵
を
興
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

Q

い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ
皐
界
心
許
債
は
さ
ま

b
な
い
が
、
少
く
と

方
レ
ツ
キ

1

陀
お
け
る
濁
占
度
櫛
念
の
登
民

第
七
十
三
塩

四
ユπ

第
大
器



カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
摘
出
度
内
概
念
の
設
展

第
七
十
一
ニ
巻

五
O 

第
六
践

も
己
れ
が
「
問
題
白
書
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
最
近
白
色
々
な
文
献
に
引
用
さ
れ
る
カ
レ
ツ
キ
の
名
前
D
数
か
ら
い
つ

て
も
ほ
ぼ
想
像
で
き
る
己
と
で
あ
る
@

ζ

白
カ
レ
ツ
今
白
書
物
は
、
か
れ
の
第
一
論
文
集
『
経
済
務
一
勤
理
論
に
闘
す
る
諸
論
支
』

h
E屯
:
.
お
志
、
円
宮
、
ミ
も
L

司
同
ヘ
室
、
ー

さ目、旬、
p
k
g
H
E誌
3
5
8
と
モ
の
後
に
出
た
『
経
済
動
岡
崎
干
研
究
』

h
h
Rへ
F
E
N
-ミ
同
ミ
遣
さ
嶋
田
町

b
k
S
5
2
H宮
戸
と
に
つ
づ
く
、

第
三
番
目
白
書
物
て
あ
る
が
、
モ
こ
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
主
題
D
範
圏
は
こ
れ
に
先
立
つ
三
著
作
と
同
じ
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
の

二
著
作
を
合
本
し
た
も
の
白
金
問
的
な
改
訂
服
と
い
ワ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
た
黙
に
お
い
て
波
の
奮
読
が
な
お
も
維
持

せ
ら
札
、
ど
の
よ
う
な
鮪
に
お
い
て
愛
容
が
加
え
ら
れ
た
か
と
い
う
己
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
る
己
と
は
、
そ
れ
自
問
、
極
め

τ

興
味
深
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
と
く
に
彼
の
よ
う
在
才
策
換
滋
・
機
智
縦
横
と
い
っ
た
7
イ
デ
7
白
す
ば

b
し
い
皐
者
の
思
考
の
護

展
を
跡
づ
け
る
己
と
は
、

P
れ
わ
れ
白
方
法
論
的
た
反
省
と
新
分
野
の
開
拓
の
た
め
に
、
多
く
白
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
と
に
最
近
に
お
け
る
勤
堕
的
経
済
理
論
の
め
ざ
ま
し
い
登
展
を
考
慮
す
る
た
b
ば、

ζ

白
仕
事
に
は
ま
さ
に
興
味
浄
々
た
る
も
の
が

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
己
て
本
稿
て
は
ま
ず
、
か
れ
の
分
配
理
論
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。
彼
。
ユ
ニ
ー
ク
友
猫
占
度
を
中
核
と
す
る
分
配
決
定
の
理

論
は
夙
に
事
界
の
注
目
を
浴
び
、
康
く
反
響
を
呼
ん
だ
も
り
で
、
わ
が
園
て
も
か
な
り
多
く
論
評
さ
れ
、
私
も
之
の
鴎
尾
に
ふ
し

τ、

筒
恩
な
批
判
的
結
介
を
試
み
た
こ
と
が
あ
7

た
抗
γ

今
度
心
新
著
て
は
、
か
た
り
以
前
の
難
鮪
を
改
良
し
亡
準

5
し
て
い
る
黙
が
認
め

b
れ
る
白
て
、
も
う
一
度
、
カ
ド
ツ
キ
!
の
分
配
理
論
を
取
扱
フ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る

ω

何
介
に
も
書
物
入
千
後
、
数
日
し
か

た
っ

τい
な
い
の
て
、
充
分
在
分
析
は
出
来
な
い
が
、
さ
ら
に
か
れ
の
マ
ク
ロ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
白
護
展
と
み
ら
れ
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
別
に
機
曾
を
件
た
い
と
ね
が
つ

τhvる
.



川

川

昌

弘
M

包
関
同
】
日

45
同
話
、
ミ
ミ
ベ

h
w
E
E買
~
泊
、
E
S
2
・
量
同
量
、

2

た々
Nhえ
E
礼

hc占
~
可
決
、
ゃ
れ
ま
、
宅
h
s
E苔
足
N丸
町
と
ミ
、
掲
示

ロ
E
問
問
。
匡
]
目
白
血
問
2
4
H
P
呂田酔・

似
嶋
津
克
一
「
カ
レ
ヅ
キ
ー
の
渦
占
度
ー
と
分
配
樺
樽
」
ハ
経
桝
論
議
・
第
六
十
四
谷
・
第
阻
・
弔
・
大
時
四
)
、
た
布
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
調
占
度
障
闘

す
る
文
勝
に
づ
い
て
は
こ
の
論
文
を
み
て
ほ
L
い。

カ
レ
ツ
キ
!
は
前
著
「
経
済
蜜
勤
理
論
に
闘
す
る
諸
論
文
』
に
お
い
て
、
猫
占
度
が
園
民
所
得
に
治
げ
る
賃
銀
の
相
劃
的
な
分
け
前

す
な
わ
ち
弊
働
の
所
得
分
配
率
を
決
定
す
る
重
要
な
因
子
て
あ
る
と
考
え
た
。

J

と
こ
ろ
で
こ
の
瀦
占
度
概
念
に
よ
る
介
配
の
説
明
は
、

元
来
、
長
期
理
論
の
性
格
を
も
つ
も
り
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
@

そ
む
こ
と
は
カ
レ
ツ
キ
l
の
問
題
と
し
た
と
と
ろ
が
、
左
表
の
よ
う
に
イ
ギ
り
ス
お
よ

U
7
メ
リ
カ
ゼ
、
ほ
ぼ
二
十
年
間
に
わ
た
っ

て
、
園
民
所
得
に

b
け
る
賃
銀
の
相
封
的
な
割
合
が
非
常
に
安
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計
的
事
買
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
意
固
か

b

出
裂
し
て
い
る
己
と
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
事
賞
、
ヂ
イ
ン
ズ
が
、
「
士

y

ジ
ワ

l
ス
な
b

7
ポ
日

7
だ
と
て
も
い
い
そ
う
な

こ
の
難
問
を
先
年
ク
シ
フ

F
ッ
ジ
の
り

+
I
チ
・
ス
チ
ュ

l
デ
Y

ト
た
ち
に
説
明
し
て
み
左
い
か
と
い
う
課
題
を
出
し
て
ゐ
い
た
凶
と

ζ

ろ
が
た
つ
た
一
つ
の
解
答
が
、
エ
コ
ノ
ミ
カ
に
褒
表
さ
れ
た
す
ば
b
し
い
カ
レ

γ
キ
l
博
士
の
論
文
と
友
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
〕
と
い

っ
て
い
る
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
構
想
さ
れ
た
議
論
て
あ
る
こ
と
は
間
遣
い
在
い
。

J

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
醐
占
度
概
念
の
設
展

第
七
十
三
巷

五

揮
六
畳



力

ν
ツ
キ
ー
に
拍
け
る
潟
占
度
階
念
白
費
展

第
七
十
三
巻

= 
豆

第
六
世

四

米
闘
の
園
民
所
得
に
お
け
る
賃
銀
持
働
者
所
得
の
割
合
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右
の
表
の
ソ
ー
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
闘
し
で
は
、

HW014・
弓

4
a
一
定
之

2
3月
三
号
、
常

3
ミ
民
同
ミ
之
宮
旬
、
去
二
∞
色
お
よ
び
円
。
】
E
G
E
r・

弓
h
h
zえ

b
室
、
忠
君
主

-
F
t
N
G
t
L
C
に
上
明
、
ま
た
、
ア
メ
リ
刀
陀
閲
し
て
は
、
同
M
M
M
P
H
h
h
〉
ば
6
b
E
h
k
g
E送
、
む
主
ご
な
』
U

号、
hbぬ
匂
詩
句
、
ミ
足
、
・

-
c
E
I
5日
お
お
よ
び
同
日
目
。

F
h
Eミ
ミ

P
E
5
3札
口
督
、
ミ
車
、
主
主
主

L
E
C
]
c
g
に
も
色
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な

初
賃
紐
労
働
者
の
中
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
商
底
雇
用
人
が
胎
件
さ
れ
、
ア
メ
り
カ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
合
ま
れ
て
い
る
。
(
富
岡
巳
R
E
-

L
P
b

礼
子
司
日
間
足
-
H
E
阿
佐
官
旦
泊
三
・
七
島
'
)

さ
ら
に
右
の
表
に
お
け
る
「
悶
民
所
得
」
と
は
、
一
年
同
に
閣
内
の
私
企
業
に
上
っ
と
附
加
さ
?
に
純
一
附
加
債
値
予
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
祖
閣
民
所
帯

。
Bm切

z
a
g
E】
F
S
E
O
す
な
わ
ち
純
図
民
所
得

Z
2
2尽
き
ロ
乙

F
S
B
m
陀
減
倒
償
却
費
お
よ
び
惟
持
費
を
加
え
た
も
の
と
は
ゲ

L
喰
い
ち
が
っ

て
い
る
。
と
れ
は
仙
海
外
技
資
か
ら
生
ず
る
所
符
。
間
政
府
・
公
共
事
業
に
よ
る
所
持
。

ω耐
hm
抽
出
宣
財
の
用
彼
す
な
わ
ち
「
均
属
許
算
さ
れ
る
町

伺
」
《
E

Z

o

士
5
2》
の
三
者
は
、
と
の
場
合
白
「
国
民
所
得
」
の
中
に
は
告
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
右
の
表
に
ヲ
い
で
ケ
イ
ン
ズ
は
、
「
バ
ワ
リ

1
博
士
は
英
国
に
つ
い
て
一
八
八

O
年
の
数
字
を
同
一
・
四
%
正
し
て
い
る
が
、
ヵ
レ
ツ
キ
I

博
士
は
も
L
こ
の
数
字
を
右
の
衰
の
数
字
と
比
較
で
き
る
主
う
に
調
整
す
る
と
、
大
韓
凹
二
・
九
%
「
ら
い
陪
な
る
だ
ろ
う
と
私
丘
一
司
っ
た
1

|
五

十
五
年
に
も
わ
た
る
と
の
長
い
期
間
に
、
そ
れ
以
外
の
と
と
は
全
く
箆
ヲ
て
し
ま
ワ
た
に
も
か
か
わ

b
ず
、
党
相
批
捗
働
所
得
の
比
車
だ
け
が
驚
〈
べ

さ
ほ

E
の
安
定
性
を
示

L
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
H
・
冨
-
R
4
p
o
u
-
h
u
t
h
N・・
}
U

・
山
田
・
向
。
。
ャ
P
3
Z
E
)

英
閣
の
園
民
所
得
に
お
け
る
賃
銀
努
働
者
所
得
の
割
合

同η
t

・

却
・

年

， 43.0 

40.8 

42.0 

43.0 

4R.0 

42.4 

41.1 

43.7 

48.0 

4~.'( 

42.0 

41.8 

と
己
ろ
で
「
調
占
度
」
の
構
想
は
、
ク
ル
ノ
ー
の
考
え
た
完
杢
競
争
の
傑
件
、
す
な
わ
ち
一
商
品
臼
債
格
を

y、
モ
の
限
界
費
用
十
一

m
と
す
れ
ば
、
完
杢
競
争
に
お
い
て
は
債
格

F
と
限
界
費
用

m
と
が
一
致
「
る
と
い
う
僚
件

Q
H喜
)
を
逆
に
利
用
し
て
、
債
格
戸
と



限
界
費
用
怖
と
の
諦
離
し
て
い
る
程
度
を
一
示
す
概
念
と
し
て

(
九
、
話
〕
~-3

を
「
旧
制
占
度
」
と
定
義
し
た

U

己
む
も
の
は
一
企
業
白
一

商
品
に
つ
い
て
短
期
的
に
考
察
し
た
場
合
、
債
格
と
限
界
費
用
と
の
開
き
が
、
単
位
債
格
あ
た
り
、
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
を
一
示
す
も
の

て
、
勿
論
、
完
全
競
守
白
場
合
な
ら
ば
、
ゼ
ロ
、
木
完
全
競
宰
ψ

な
い
し
は
繍
占
の
場
合
に
は
ー
通
常
、
需
要
の
現
力
性
に
依
存
す
る

a

カ
レ
内
ノ
キ
ー
は
こ
れ
を
不
完
全
競
宰
の
度
合
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
み
た
の
で
あ
る
-

こ
の
「
濁
占
度
L

の
構
想
は
、
点
レ
ツ
キ

l
よ

p
少
し
以
前
に
、

ι
。同
H
B
C内
E
。
口
。
目
。
守
唱
。
者
OHV
と
し
て
一
不
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
た
だ
ラ

l
ナ
I
の
場
合
は
(
見
苦
)
¥
、
を
も
っ
て
経
済

ラ
l
ナ
ー
に
よ
っ
て

「
濁
占
力
度
の
指
働
」

A
-
E
n
x
a
p
o
 

シ
ス
テ
ム
が
完
全
競
争
の
場
合
に
蓮
し
う
る
最
適
欣
態
か

b
一
布
離
し
て
い
る
程
度
を
測
定
す
る
「
指
標
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
|
|
己

の
こ
と
は
カ
レ
ツ
キ
の
今
度
の
訂
正
を
考
え
る
う
え
に
参
考
に
な
る
!
ー
と
、
ラ
ナ

l
は
主
と
し
て
一
企
業
の
濁
占
度
の
測
定
士

問
題
に
し

τ同
た
鮪
が
カ
レ
ケ
キ
心
取
扱
い
方
と
具
る
@

と
己
ろ
て
、
己
¢
猫
占
度

(
E
E
)
¥
k。
を
一
企
業
の
問
題
て
は
な
く
、
経
済
シ
ス
テ
ム
全
世
の
説
明
原
理
に
利
用
し
た
最
初
の
も
の

は
、
ハ
ロ
ヅ
ド
の
『
景
系
循
環
札
』
に
ゐ
け
る
「
需
要
の
開
力
性
逓
減
の
法
則
」
八
回
h

一
言
。
『
ロ

E
一回一切
r
E問
自
E
Z
E
q
C
2
5
5
E己
V

で
あ
っ
て
、
濁
占
度
(
も
l
註
)
¥
」
る
の
逆
数
は
、
限
界
費
用
と
限
界
牧
盆
と
が
等
し
い
か
ぎ
り
、
需
要
φ
開
力
性
に
等

L
H
は
ず
で
あ
る

か
ら
、
限
界
費
用
と
限
界
牧
径
と
白
均
等
を
前
提
と
す
れ
ば
、
す
友
わ
ち
利
潤
極
大
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
以
上
、
ハ
ロ
ァ

F
の
一
需

要
心
開
刀
性
遁
減

ω
法
則
」
は
「
濁
占
度
遮
増
の
法
則
」
と
い
う
ζ

と
に
な
る
a

己
の
場
合
、
ハ
ロ
ッ
ト
は
た
ん
托
「
需
要
心
捕
カ
性

返
誠
の
法
則
」
だ
け
で
は
た
く
、
「
主
要
費
用
の
柔
軟
性
」

A
Z
E
E
E
q
弘
司
ロ
自
の
の
E
冒

V
台
よ
ぴ
「
牧
盆
逓
減
の
訟
則
L
A
E
J語、。同

色
E
E
H
F
E間
同

O
E
E
m
V
の
三
者
主
債
格
受
動
に
謝
す
る
主
要
な
安
定
因
子
拝
伊
豆
HHNOH
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
長
期
に
わ
た
っ
て

需
要
の
弾
力
性
が
逓
減
す
る
と
か
、
閉
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
濁
占
度
が
逓
増
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
説
明
す
る
よ
う
向
、

方
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
濁
占
皮
概
念
の
設
民

第
七
十
二
一
容

王

第
六
蹴

ヨ王



カ
レ
ヅ
キ
ー
に
担
げ
る
瑚
占
度
概
念
の
渡
良

第
七
十
一
ニ
巻

コ
一
五
四

第
六
強

所
得
が
大
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
支
出
の
阻
介
方
法
が
大
ま
か
に
な
っ
て
、
市
場
の
不
完
杢
性
が
よ
り
大
と
な
り
、
需
要
の
捕
力
性
も
、

よ
り
小
と
な
る
と
り
つ
事
情
が
、
消
費
者
需
要
の
場
合
に
も
企
業
む
需
要
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
て
こ
の
こ

と
が
長
期
的
に
も
短
期
的
に
も
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
と
と
は
、
大
勢
の
中
の
一
一
事
情
と
し
て
は
た
し
か
に
己
の
よ
ろ
な
こ
と
も
あ
り

「
景
気
循
環
」
の
説
明
原
瑠
と
し
て
、
己
の
法
則
を
利
用
す
る
己
と
は
か
な
り
無
越
が
あ
る
。
ま
た
ハ
ロ

y
F
の
説
明
て
は
、

好
況
期
に
は
濁
占
度
が
土
昇
L
、
不
況
期
に
は
そ
れ
が
下
降
す
る
と
い
う
こ
と
に
恋
っ
て
h
る
け
れ
ど
も
汀
こ
れ
が
む
し
ろ
罪
現
質
的

ハ
ロ
ッ
ド
白
書
物
に
謝
す
る
ジ
ョ

l
y
・
ロ
ビ
ン
ソ

γ
の
批
評
、
な
ら
び
に
カ
レ
ツ
キ

1
自
身
の
指
摘
す
る

う
る
が
、

と友
こ 3思
ろ 定
て で
ああ
るる

00) 己

と
は

こ
の
よ
う
た
議
論
に
な
っ
た
根
本
心
理
由
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
が
償
格
闘
盟
勤
に
射
す
る
三
つ
の
主
要
な
安
定
因
子
と
し
て
、

力
性
遁
減
の
法
則

1
猫
占
度
遮
増
の
法
則
」
、
「
主
要
費
用
の
柔
軟
性
」
、
「
牧
盆
逓
減
の
法
型
の
三
者
が
競
合
的
に
作
用
す
る
殻
呆
を

考
え
、
こ
の
三
者
に
よ
っ
て
、
車
位
あ
た
り
の
利
潤
が
商
況
期
に
は
大
と
た
り
、
不
況
期
に
は
小
と
な
る
と
い
う
己
と
を
説
明
づ
け
よ

「
需
要
の
開

う
と
試
み
た
か
ら
ぞ
あ
る

そ
れ
で
カ
レ
ツ
キ

1
は
、
閣
民
所
得
白
中
に
占
め
る
賃
銀
所
得
の
安
定
性
を
設
明
す
る
の
に
、
お
そ
ら
く
己
の
ハ
ロ
ッ

F
の
不
完
全

競
争
市
場
を
前
提
と
す
る
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
債
格
礎
動
に
劃
す
る
一
一
一
つ
の
主
要
な
安
定
因
子
を
修
正
的
に
利
用
し
た
も

の
と
市
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
@
す
な
わ
ち
、
衣
節
に
逮
ぺ
る
よ
う
に
、

「
、
主
要
費
用
の
柔
軟
性
」
と
「
牧
谷
遜
減
の
法
則
」
と
を
い
ず

れ
も
「
主
要
費
用
不
媛
」
、
「
牧
益
率
不
同
盟
」
と
治
く
た

b
ば
、
簡
単
に
「
漏
占
慶
」
と
か
れ
の
定
義
に
よ
る
園
民
所
得
と
り
関
係
が
導

き
出
せ
る
か
ら
、
モ
の
関
係
式
予
通
じ
て
、
さ
ら
に
閑
民
所
得
心
中
に
占
め
る
賃
銀
所
得
の
安
定
性
を
説
明
す
る
手
段
と
し
て
、

一「

4罰

山
度
」
白
餐
動
「
た
え
ず
相
殺
的
に
挺
動
す
る
上
う
を
も
う
一
つ
の
要
因
を
考
え
、
そ
の
た
め
に
「
中
要
費
用
」
の
構
成
要
素
で
あ
る



ー
賃
銀
費
用
」
と
寸
原
料
費
」
と

D
比
率
の
費
動
を
と
り
あ
げ
る
に
至
っ
た
も

D
て
あ
る

(
こ
の
比
宰
白
躍
動
は
、
今
度
目
新
著
陀
担
い
て

も
、
そ
の
ま
ま
引
植
が
れ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
)
。

し
た
が
っ
て
、
カ
レ
ツ
キ
笠
間
著
『
経
済
捷
勤
理
論
に
閣
ず
る
緒
論
文
』
に
お
い
て
は
、
不
完
全
競
宇
の
も
と
に
お
い
て
、

要
費
用
不
餐
」
、
「
牧
盆
率
不
凌
」
と
い
う
前
提
が
如
何
に
現
寅
的
て
妥
蛍
な
前
提
て
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
多
ノ
、

の
紙
数
を
費
し
て
い
る
の
で
あ
る
@
し
か
し
こ
の
書
物
に
お
い
て
「
猫
占
度
」
が
所
得
の
介
配
を
決
定
す
る
と
い
う
議
論
は
、
後
越
す 「主

る
よ
う
に
不
備
た
る
を
ま
ぬ
が
れ
た
か
っ
た
の
で
、
今
度
の
新
著
に
お
い
て
は
か
宏
り
の
訂
正
が
、
恋
さ
れ
て
い
る
。

川W

こ
の
構
想
を
最
初
に
鼓
表
し
た
論
文
は
、
吋
宮
口
昔
5
5
z
z
a
ロ
耳
ロ
E
C
B
O町巴ピ
OZυ

時

H
O
E
-
F
g
E
P
L
N
E言
、
宣
言
・
〉
日
E-
呂田∞・

で
あ
り
、
や
や
数
式
の
形
を
控
え
た
程
度
の
麗
吏
を
加
え
て
、

E
苦
言
事
同
コ
す
号
、
司

h
E
S
A
N
S
E
S
O
H還
に

採

錨

L
た
。
乙

の
部
分
は
今
日
、
同
町
足
首
若
匂

S
F
E
Sミ
弐
同
型
号
、

b
N之
、
昔
号

3
F
-
E
a
S
E
σ
自
凶
器
向
。
。
ご
E
〉
E
E
E
開

S
E
E
h
n
〉
m
宮町
I

位。自・

5
怠
の
中
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

ω

こ
の
文
章
の
引
用
は
、

F
出
同
品
目
♂
同
nzzz
冨
。
詰
ヨ
B
g
t
F
2】
耳
晶
自

E
《H
C
d同官
F
L司LE給
量
R
bミ
員
計
百
言
。
y
石
印
。
-
唱
色

と
司
中
で
方
レ
ツ
キ
T
博
士
の
論
文
と
は
前
註

ω
白
川
p
o
口
書
E
H
E
z
a
ロ
E
M
E
p
s
a
p
o
z
s。凶己

H
P
O
R
K町
一
号
、
議
号
制
へ
お
〉
官
F

H
D
G
P
E
指
す
も
の
で
あ
る
。

ω
〉.可
.Fの臼同EUE0♂
J同戸門P4dv耳何Z〔口U。自ロ日同古V弘丙
t。己同冨。
sロ
U4唱。】
τJ〈、日EH門仏凶

F
伺
.
晋
官
E
B
E巳。邑同冨。自ロEQ唱司。己】
u同、司F。司語伶同♂噌匂喜
2
山弐刊

~h目

Eg柚

ω

H同戸仰戸白刷司4

同
R
B
F
M吋1
恥守町

M『3、邑、《心川ギγ
町号守F.
い》む苫∞呂
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明

男

司

F20P~SAh--
勺
寸
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川
明
同
-
吋
出
言
。
p

b
見・

3
8
1勾

M
W

回
目
戸
田

2
5
p
h防止・

3
∞ω
∞JF

間
四
『
自
戸
間
島
E
E白祖国。。
r
H
F
d
p
g・
-
2
0
A
P
E
o
♂
止
。
ご
可
同
司
出
P
E
P
田町
2
2
z
b
h
3
E
P
巴

ROBro
ニ
C宮

ω
嵩
穴
色
。

n
r
r
F句与:也、一郎、

Mzhn一
ミ
増
大

hEWELLh刊
誌
当
日
b
S
U
E
D
H
C
]
P
M
v
g

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
渦
占
度
概
念
の
設
展

弗
七
十
三
巻

三
主
主
-

第
六
班

一』
』



方
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
獅
占
度
概
念
の
設
展

事
七
十
三
巻

一
五
六

第
六
披

ノ1

言売
のさ
よて
う、
にと
た れ
る"式三
@け

の
前
置
き
を

L 
τ 

カ
レ

y
キ
の
前
著
『
経
務
時
盟
勤
理
論
に
闘
す
る
論
文
集
』
に
晶
け
る
説
明
を
要
約
す
る
と

一
商
品
の
債
格

F
ほ
、
企
業
者
所
得
(
配
首
を
合
h
U
)

九
、
間
接
費
(
利
子
、
維
持
費
、
償
却
費
、
俸
給
心

u
f
賃
銀
費
用

町
、
原
料
費
九

か
ら
な
る
と
考
え
る
ハ
そ
れ
ぞ
れ
の
添
字
6

は
商
品
一
軍
危
あ
た
り
の
平
均
値
で
あ
る
こ
と
を
一
訳
す
)
“
す
な
わ
ち

L
b
H
F
+
p十
号

a
+
p

(

H

)

 

こ
の
商
品
の
限
界
費
用
加
は

S
H
P
十
啓
司
十
、
き
と
い
う
形
て
一
以
さ
れ
る
が
、
己
の
場
合
、
間
接
費
に
闘
す
る
隈
旧
作
費
用
九
は
無
視

出
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
主
要
費
用
胃

5
0
2埠
に
闘
す
る
限
界
費
用
は

E
H
弓

s
+、、ま

同
じ
く
主
要
費
用
に
関
す
る
平
均
費
用
。
を
定
義
す
る
と
、

:
:
(
N
)
 

Q
H
さ
a
十、。

(

臼

〉

さ
て
こ
こ
て
、
カ

ν
ツ
キ
l
は
現
貨
の
生
産
活
動
が
一
定
の
限
度
以
内
の
、
過
剰
能
力

2
2
E
E唱
巳

q
の
も
と
ぞ
運
器
さ
わ
て
b

u
l
lこ
の
こ
と
が
猪
占
的
競
争
な
加
し
不
究
会
競
手
の
存
在
を
一
示
ず
こ
と
は
、
カ
l
y
の
定
理
か
ら
誼
明
で
き
る

L
か
も
、
モ

の
限
度
に
至
る
ま
で
は
主
要
費
用
曲
線
が
水
平
的
て
あ
る
と
い
う
仮
定
を
も
う
け
る
。
主
要
費
用
曲
線
が
水
平
的
で
あ
れ
ば
、
限
界
主

要
費
用
と
平
均
主
要
費
用
と
は
一
致
す
る
か
ら
、



E
H
Q
 

(
A
H
)
 

そ
こ
で
「
漏
占
皮
L
ρ

は
定
義
に
工
っ
て
、

も
ー
ー
さ
N

I
J
r
・
-
-
:
:
・

:
j
i
-
-
:
:
E
i
-
-
j
i
-
-
-
j
g

と
な
る
が
、

ωに
よ
っ
て

R
H阿
川
河

島
、

(

品

)

こ
れ
を

ωと
紛
と
に
ど
づ
て
書
き
か
え
る
と
、

ミ

H
H
h川
市

U
P朴
p

-ー
I

L

芯

見

-

(

叫

)

す
な
わ
ち
「
濁
占
度
」
は
企
業
者
所
得
と
、
間
接
費

2
2
r
-
E白
gm円
に
闘
す
る
平
均
費
用
に
等
し
〈
在
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
白
場
合

の
間
接
費
と
い
う
の
は
、
定
義
に
よ
り
、
利
子
、
維
持
費
、
償
却
費
、
お
よ
び
体
給
か
ら
な
る
か

b
、
前
三
者
と
企
業
者
所
得
と
を
合
、

算
し

τ組
安
本
家
所
得
唱
。

E
E官
官

-
2
E
E
E
O
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
相
側
占
度
は
粗
斉
木
家
所
得
と
事
務
俸
給
と
に
闘
す
る
平
均
費
用

と
、
商
品
債
格
と
の
比
K
等
し
く
な
る
こ
と
を
仰
が
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
約
よ
り
ミ
N
H
F
+
p
・
己
の
雨
掻
に
一
企
業
の
産
出
高

r
を
衆
ず
る
と
、

M
U
2
H
M
(♂
十

p
〕
と
左
担
、
さ

b
に
己
れ
を

経
済
シ
ス
テ
ム
全
閣
に
つ
い
て
総
計
す
る
と

M
h
F
h
E
H
H
M
句

(
p
+
p
)
・

と
の
一
附
淵
砲
を
経
済
シ
ス
テ
ム
全
開
の
綿
産
出
高
、
す
な
わ
ち
凶
長
て
割
る
と
、

(

∞

〉

カ
レ
ツ
守

I
rお
け
る
制
白
度
概
念
の
鼓
艮

第
七
十
三
巷

五
七

第
六
蹴

7L 



カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
濁
占
度
開
念
白
護
展

軍
七
十
三
轡

三
五
八

第
六
時
回

O 

U
l
M
U
付、、凶
ν
(
p
+
r
)

、
け
引
l

M

M

W

(

申

)

こ
の
一

μ
が
経
済
シ
ス
テ
ム
喜
一
般
に
わ
た
っ
て
平
均
さ
れ
た
濁
占
度
由
加
重
平
均
値
て
あ
る
。

こ
の
州
閣
の
闘
係
は
カ
レ
ツ
キ
ー
に
上
れ

ぽ
、
個
々
白
企
業
に
つ
い
て
は
成
立
し
社
H
か
し
れ
な
い
が
、
杢
凶
日
白
企
業
を
と
っ
て
み
る
と
、
賃
銀
費
用
と
原
料
費
と
陀
関
ナ
る
限

界
費
用
州
仰
が
上
昇
的
て
あ
る
企
業
も
、
下
降
的
て
あ
る
企
業
も
存
在
す
る
か
ら
、
批
品
開
全
憾
と

L
て
は
、
こ
れ
b
が
相
殺
さ
れ
て
、
主

要
費
用
曲
線
が
水
平
的
て
あ
る
と
い
う
仮
定
が
受
賞
性
を
も
つ
か

b
、
枇
合
金
躍
と
し
て
は
、

ω白
闘
係
が
成
立
し
、
し
た
が
っ
て
川
明

日
関
係
も
成
立
す
る
と
考
え

τ
h
る。

と
れ
だ
け
の
闘
係
を
利
用
し
て
、
粗
園
民
所
得

d
D
中
に
占
め
る
賃
銀
所
得

W
の
割
合
す
な
わ
ち
mw
一
』
を
考
え
る
。
吉
て
川
向
の
右

唱
哩
の
介
子
は
粗
資
本
家
所
得
プ
ラ
ス
事
務
俸
給
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
も
の
は
粗
園
民
所
得
か
ら
賃
銀
所
得
を
引
い
た
も
の
に
等
L
h
a

M
H
(
♂+乙

v
k
A

明
明
、

(
同
司
)

こ
れ
を

ωに
代
入
し
、
か
っ
綿
産
出
高
凶
い
も
H
刊
と
お
け
ば
、

ωω
関
係
は

h
l
司、

h
h
H
I
J可
|

-
E
i
Q巴

と
な
る
a

乙
の
式
品
五
時
世
形
す
れ
ば
、

M
W

一A
は
次
の
よ
う
な
形
て
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

号

、

河

川
判

H
H
l
y
凶

也
、ノ

と
な
る

そ
こ
で
、
こ
白

ωD閲
係
か

b
、
粗
園
民
所
得
の
中
に
占
め
る
賃
銀
部
分
の
安
定
住
を
説
明
ナ
る
白
に
、

ww
一d
は一

μ
と

T
Z
と
に



依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
己
の

T
一
』
の
受
動
は
、
(
「
l
h〕¥可
m
h
¥』

ハ
己
こ
で

R
は
社
曾
全
陸
の
京
料
費
)
の
費
動
に
左
右

さ
れ
る
か

b
、
結
局
、
川
w
一d
の
安
定
性
は
一

μ
と

R
一J
す
な
わ
ち
、

主
る
か
、
こ
れ
ら
二
者
白
相
殺
的
な
副
賞
動
に
よ
る
か
、
の
h
ず
れ
か
り
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
而
し
て
カ
レ
ツ
キ
ー

に
沿
い
て
は
統
計
受
料
に
も
と
づ
い
て
、

W
一J
の
安
定
性
が
「
濁
占
度
」
の
ゆ
る
や
か
た
槍
大
と
、
技
術
的
進
歩
の
結
果
に
よ
る
原
料

「
濁
占
度
」
と
「
原
料
費
針
賃
銀
費
用
心
比
傘
」
と
の
安
定
性
に

費
臼
漸
進
的
な
低
下
と
の
相
殺
的
数
果
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

a

ω
こ
と
の
誼
明
は
宮
間

p
z
r
p望
号
、

hqU1F3A1iP255hESE-
同
国
由
也
事
国
ム
目
白
担
工

.F
同
民
主
吉
同
ご
と
b
h

同コ雪

4A1kgn語、
b
R
Z柏
崎
忠
三
宅
凶
口
目
白
戸
。
に
み
b
れ
る
部
分
の
要
約
で
あ
る
が
、
簡
車
に
す
る
た
め
に
説
明
の
仕
方
を
若
干
挺
更
し

て
い
る
。
と
の
簡
単
化
の
た
め
に
利
用
L
た
文
献
は
』
伺
冨

Z
5
hよ
び

Q

完
封

FS唱
の
書
評
で
ら
ワ
て
、
前
者
は
同

S
E
E
H号
、
託
、

-50
呂
田
む
後
者
は

b
ミミ
A
A刊
、
与
P
ミ
町
、
言
語
、
.
〉
百
円
巴
巴
に
牧
賭
さ
れ
て
い
る
。

ω
国

E
a
F
E
Z
Z
E
s
-
E
E
E
S
E
q
-
E
5
2
F
E
g
ロi

日
中
山
(
乙
円
前
丈
は
今
日
、
討
患
者
五
平
5

ロ
号
、
の
中
に
久
ワ
て
い
る
。
開
門

FEE--puuS
『
骨
ミ
弐
与
主
一
号
匂
雪

E
N
Y
S
F
H
P昌
二
句

H一〕
HLoc
青
山
秀
夫
『
濁
占

の
経
済
理
論
』
ハ
=
三
ニ
1
一二頁
U

園
民
所
得
と
瀦
占
度
と
白
軍
縮
た
相
闘
関
係
を
導
告
白
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
カ
レ
ツ
キ
の
す
ば
ら
し
H
貢
献
で
あ
っ
た
が
、

た
お
、
そ
こ
に
は
か
た
り
多
〈
の
問
題
が
合
ま
れ
て
い
る
@
こ
れ
ら
の
黙
に
つ
い
て
は
、
す
て
に
拙
稿
て
論
じ
た
乙
と
も
あ
っ
た
が
、

己
己
ゼ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ヵ
V

ツ
キ
自
身
一
炉
、
か
れ
D
定
義
に
よ
る
園
民
所
得
と
モ
の
溺
占
度
と
の
聞
に
、
た
ん
に
一
定
の
相

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
湖
占
度
概
念
の
帯
、
艮

第
七
十
三
者

三
五
九

第
六
世



カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
狗
占
度
概
念
の
登
民

第
六
按

停

七

十

三

省

三

六

O

関
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
潤
占
度
が
所
得
白
分
毘
を
決
定
す
る
と
い
た
つ
因
果
閥
係
に
ま
で
論
及
す
る
鮎

ゼ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
前
越
の
計
算
か
ら
は
杢
く
出
て
採
な
い
結
論
て
あ
づ
て
、
こ
う
い
う
主
張
を
な
し
う
る
た
め
に
は
、

さ
b
に
別
個
の
前
提
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
企
業
者
が
た
え
ず
限
界
費
用
と
限
界
牧
盆
と
の
均
等
を
維
持
す
る
よ
う
に
行
動
ナ
る

E
F
lこ
D
場
合
、
利
潤
極

大
の
原
則
を
貫
く
こ
と
に
た
る
1
1
|
、
同
仰
の
形
て
定
義
さ
れ
た
濁
占
度
は
需
要
の
聴
刀
性
の
逆
数
と
全
く
同
一
物
と
な
る
か

b
、
こ
む

濁
占
度
が
園
田
局
所
得
の
介
配
セ
決
定
す
る
決
定
因
子
庁
古
目
ロ
百
百
件
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
こ
の
濁
占
度
白
鰹
が
生
産
物
K
針
す

る
需
要
菌
数
(
需
要
曲
線
)
の
形
と
、
モ
の
産
出
高
と
に
依
存
す
る
函
数
で
あ
っ
て
、
己
白
場
合
む
し
ろ
被
決
定
因
子
山
2
2
E
F丘
?
♀
2

で
あ
る

ω

だ
か

b
仰
心
形
て
輿
え
ら
れ
る
濁
占
度
は
、
そ
の
商
品
に
劃
す
る
需
要
函
数
と
そ
の
企
業
む
産
出
高
と
の
鑓
化
に
際
じ
て
鐙

劃
す
る
、
か
ら
、

ωの
m
f興
え

b
れ
る
同
組
占
度
目
社
合
的
知
重
平
均
値
も
拡
曾
金
閣
の
需
要
欣
況
の
鑓
化
|
|
こ
れ
は
圏
民
一
前
得
心
函

数
て
も
あ
る

l
i干
、
各
企
業
の
産
日
高
白
震
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
い
吉
毒
ず
る
も
の
で
あ
る
ω

し
た
が
っ
て
、

Z
よ
う
な
場

合
に
は
、
国
民
所
得
心
分
配
が
淵
占
度
に
よ
ワ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
左
い
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
心
前
提
、
す
友
わ
ち
企
業
者
が
限
界
費
用
と
限
界
牧
議
と
を
均
等
に
す
る
と
い
う
極
大
利
潤
の
原
則
を
放
棄
す
る

φ

な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
カ
レ
ツ
キ

l
の
濁
占
度
な
さ
)
¥
、
は
需
要
の
開
力
性
心
逆
数
と
τ

は
た
b
な
い
か

b
、
こ
れ
が
需
要
函
致
平
屋

出
荷
の
媛
勤
如
何
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
被
決
定
因
子
て
は
左
〈
去
る

G

而
し
て
こ
白
場
合
に
は
、
漏
占
度
そ
む
も
の
が
何
を
意
味
す

る
か
は
問
題
て
あ
る
が
、
少
く
と
も
亡
の
猪
占
度
と
H
う
名
の
概
念
が
、
カ
レ
ツ
キ

l
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
所
得
分
配
を
決
定
す
る

要
因
と
考
え

b
わ
た
い
と
と
も
た
い

し
か
も
と
の
よ
う
な
限
界
費
用
と
限
界
敬
盆
と
が
一
致
L
た
い
と
い
う
前
提
は
、
ス
ウ
ィ
ジ

lv
と
か
ス
テ
ィ
グ
ラ
ん
が
検
問
し



て
い
る
よ
う
に
、
多
占
乙
一
問
。
宮

q
D場
合
に
お
悼
て
は
企
業
者
が
隈
界
原
理
に
も
と
づ
い
て
利
潤
白
極
大
佑
を
ほ
か
る
と
W
う
よ
り

は
、
他
の
企
業
者
の
債
格
政
策
に
封
抗
し
て
「
め
の
己
算
L

て
行
動
す
る
か
ら
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
現
象
て
あ
る
。
し

た
が
っ
て
現
寅
白
経
済
社
舎
が
極
め
て
多
占
的
て
あ
る
と
み
る
た
ら
ば
、
こ
の
よ
う
た
前
提
も
木
営
て
は
た
い
。

吉

τ己
の
一
よ
う
に
、
前
提
を
多
占
の
場
合
に
限
定
し
、
そ
こ
で
は
企
業
者
が
限
界
原
理
に
も
と
づ
く
利
潤
極
大
原
則
て
は
な
〈
、
「
め

の
こ
算
」

E
H
O
良

FAMEσ

に
よ
っ
て
行
動
す
る
も
む
と
す
る
た
ら
ば
、
次
の
問
題
は
、
所
得
決
定
の
要
因
と
な
る
濁
占
度
は
一
弾
ど

う
い
う
意
味
内
容
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
謝
す
る
解
答
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
す
ぞ
に
オ
ス
カ

l
h

ラ
ン
ゲ
に
よ
っ
に
奥
え
ら
れ
て
い
る
ヒ
ン
ト
が
、
己
白
場
合
、
参
考
に
た
る
。

ラ
ン
グ
白
い
う
と
己
ろ
に
よ
れ
晶
、
ホ
ー
ル

1
ヒ
y

チ
の
賓
詮
的
危
研
皆
川
に
よ
る
と
、
多
占
白
一
場
合
k
b
h
て
は
、
債
格
は
一
定
の

慣
行
的
な
産
出
高
D
場
合
に
治
け
る
平
均
費
用
に
、

一
定
白
マ
l
J
J

ン

E
同
庁
己
り
を
附
加
し
て
決
定
さ
れ
る
の
が
遁
常
J
1

あ
る
か
ら
、

何
割
D
7
1
2
ン
を
と
る
か
と
W
う
「
マ
ー
ジ
ン
の
割
合
」

E
古
え

E
同
庁
口
町
を
f

と
す
れ
ば
、

h
u
Q
(
H
+
ふ
な
る
関
係
が
あ
る

(α

は
前
述
の
場
合
と
同
様
に
平
均
費
用
主
示
す
)
。
と
こ
ろ
で
カ
レ
ツ
今

l
は
主
要
費
用
に
閥
し
て
、
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
が
等
し
い

と
い
円
う
川
開
の
前
提
を
お
く
か
ら
、

苦

H
Q
で
あ
る
凶

し
た
が
っ
て
、
か
れ
白
定
義
に
よ
る
同
仰
の
濁
占
度
は
次
の
主
う
に
書
き
換
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、

ミ

l ‘、、11

l喜

「、
~II 

I~ 

~I 

，....，~ 

+円、

午1、
、， i 

E

(

同
日
)

に
よ
る
利
潤
極
大
の
原
則
て
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
、
多
占
的
た
場
合
に
は
、
限
界
費
用
と
限
界
牧
盆
と
は
一
致
せ
ず
、
乙
の
場
合
、
企
業
者
白
債
格
決
定
は
、
限
界
原
理

「
め
の
こ
算
」

E
F
広
告
】
日
目
に
よ
っ
て
、
平
均
費
用
に
利
潤
お
よ
び
間
接
費
か

b
な
る
T

カ
レ
ツ
キ
}
に
お
け
る
獅
占
度
概
念
の
資
畏

第
七
十
三
一
巻

ムノ、

第
六
競



方
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
猟
占
度
蜘
念
の
護
展

第
七
十
三
谷

~ ノ、

第
六
時
出

四

ー
ジ
ン
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
式
て
行
わ
れ
る
白
が
通
例
て
あ
る
こ
と
を
認
め
る
取
な
ら
ば
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
主
要
費
用
に
闘
す
る
限
界

費
用
と
平
均
費
用
と
が
均
等
し
て
い
る
と
い
う

ωの
前
提
白
も
と
に
お
い
て
は
、

ω白
閥
係
式
が
成
主
す
る

a

而
し
て
こ
り
倒
旧
満
占

度

μが
所
得
分
配
の
決
定
因
子
に
た
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
、

マ
ー
ジ
ン
の
割
合
'
が
務
占
度
の
大
き
さ
を
決
定
し
、
こ
の
濁
占
度

が
所
得
の
分
配
を
決
定
す
る
と
い
う
乙
と
に
な
る

そ
れ
で
は
己
の
窮
極
の
決
定
要
因
と
し
て
の
「
マ
ー
ジ
Y
の
割
合
」

E
件
。
。
ご
ロ
民
】
守
口
市
と
は
何
を
-
か
ず
で
あ
ろ
う
か
ロ

こ
れ
が
ラ

Y

グ
の
示
唆
す
る
と
ろ
に
よ
れ
ば
、

一
産
業
内
白
個
別
企
業
者
が
モ
れ
ぞ
れ
他
の
企
業
者
と
歩
調
を
合
し
て
ゆ
く
程
度
(
す
な
わ
ち
ラ
ン

ゲ
の
命
名
に
よ
れ
ば

h

、
口
E
1
5
0
3
。

2
E
E
Eろ
を
反
映
し
℃
い
る
と
い
う
@
而
し
て
己
の
何
別
企
業
者
の
他
業
者
に
協
調
す
る
程

度

EU-R{Z-Pぬ
こ
。
内
ヰ
H
O
E白
cmS
が
、
産
業
内
郊
の
各
企
業
、
ひ
い
亡
は
批
合
金
槌
白
各
産
業
白
差
出
高
の
債
値
を
決
定
し
、
ま

た
祉
曾
全
胞
の
濁
占
度
の
加
重
平
均
値
を
も
決
定
す
る
と
い
う
』
勿
輪
、
多
占
む
欣
態
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
一
企
業
者
の
債
格
決

定
の
仕
方
と
他
む
企
業
者
の
債
格
決
定
の
仕
方
と
が
相
互
に
強
く
影
響
し
あ
う
己
と
は
、
ゲ
ム
の
理
論
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

多
占
欣
態
白
特
色
で
あ
る
か
ら
、
個
別
企
業
者
の
マ
ー
ジ
ン
の
劃
合
f

の
決
定
は
、
た
え
ず
他
の
企
業
者
白
債
格
政
策
士
前
提
と
し
亡

考
慮
古
れ
る
は
ず
で
あ
れ

J

、
し
た
が
っ
て
、
己
の
f

を
ラ
ン
ゲ
の
よ
う
に
個
別
企
業
者
の
他
業
者
と
協
調
す
る
程
度
を
反
映
す
る
も

P

と
み
て
差
支
え
な
い
。
だ
か

b
、
ζ

白
場
合
の
?
の
函
教
と
し

τ
の
摘
占
度
は
、
極
め
て
慣
習
的
た
い
し
創
度
的
た
概
念
に
た
っ
て
い

る
と
み
な
り
れ
ば
た

b
な
い
。

川
前
向
「
カ
レ
ツ
キ
ー
の
調
占
度
と
分
回
棚
橋
」
(
紹
神
論
叢
・
第
六
十
四
番
・
第
四
・
五
・
六
競
〕

州
刷
岩
間
同
FEE-K吋
?
?
℃
'
ほ
と
の
貼
に
闘
す
る
批
判
は
か
な
り
多
〈
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
後
強
註
仰
の
ほ
か
に
}
↓
ロ
E
Eア

岡山口日明
-oEE』

H
q
s
n
H
F。口内向
8xw
且
冨
。
E
u
o
-
3
G
Eは
司
令

tpミ
語
片
弐
出
町
も
と
も
喜
』
〉
E
四

E
h
H
C
包
・
市
町
山
山
凶
l
i
B
f
戸
田

4
5
d
E
E旬、

k
p
z
o
g
自
己
百
円
。
R
0
1
。h
b品
目
。
。
町
出
EOU己
主
除
去



ω

E

芦

田

司

E
4
b
E
E
E宮
内
o
s
t
t
。同

c
r
m
o
Z
L
P
E
E
よ
E

E

』

f
s
i
p
E
Z
H
E
P
忍
回
目
白

L
4
F

号
巧

noE官
庁
内
凶
日
開
同
告
に
明
也
内

h号
、

S
R
N
2
r寄
与
凶

mwopn白
ず
可
ド

(UOEE昇
。
。
。

h
F伺
〉

EEHnE
】目

2
8
2
n
E
m
S
E
5
b
H
U凸
日

川

ω向

C
g品
0〕
同
『
印
臣
件
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]EV当司
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凶
lil
山主酔色
ωPw
ロg。4司司
EE}自自町唱1】己-E且
E
"
F『宵何ド
z
百

~P吋侍代え急
N占句
:N潟
、
3
R
U『3ヨ占b色E一
ミ
こ
れ
〉
bbω
、

ω
の
多
占
扶
態

K
担
け
る
債
持
の
分
析
は
か
な
り

重
要
で
あ
る
が
、
紙
面
白
都
合
で
省
略
す
る
。

同
刷

O
E叫
円
自
由
。
国

g
r
H
W
2
2
-
F
U
3
5
F
o
E
m
o
q
c同
出

2
5
2
0
E
E
Z
P
E
E
r
M
F
O
V以
H
p
f
r
r
U
1
t
h
c泳
三
邑
弐
守
主
主

h
E書
道
、
.
〉
-KM-EAF--
弔
e
H
C
l日
∞
ド

同

町

E

E
島
田
一

R
Y
甲
山
自

4
j
r
g
q
E島
岡
田

E
g
a
F
E
E♂
9
1
Eに
h
E
E室
内
旬
、
官
、

b
z
p
F
V
H
C∞
F
弓

HMl古
こ

の

論

文

は
極
め
て
た
ん
・
ね
ん
社
統
計
的
調
査
に
も
と
づ
〈
研
斑
で
あ
っ
て
、
か
な
り
多
方
面
に
引
用
さ
れ
る
有
名
な
論
文
で
あ
る
。
ヤ
セ

ιく
と
の
論
文

に
よ
ヲ
て
は
じ
め
て
、
多
占
の
も
と
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
需
要
由
糠
ハ
企
業
の
版
賀
高
幽
鵡
)
が
謹
組
的
で
は
な
く
、
慣
行
的
な
慎
椅
ハ
し

た
が
ワ
て
慣
行
的
な
産
出
高
)
に
躍
ず
る
貼
で
折
れ
目

(wsr)
治
で
き
て
い
る
主
い
う
と

ξ
と
、
企
業
経
瞥
の
貨
際
に
あ
た
っ
て
は
、
政
責
債
椅

を
決
定
す
る
の
に
(
少
〈
主
も
夢
占
的
欣
態
に
お
い
て
は
)
、
限
界
費
用
1
ζ

限
界
収
益
ー
と
の
均
等
と
い
う
限
界
原
理
に
よ
る
利
潤
極
大
の
行
動
が

と

b
れ
る
の
で
は
な
〈
、
む
し
る
、
圭
平
均
費
用

F
ロ

E
o
s
m
o
g誌
に
一
定
の
マ
ー
ジ
ン
百
戸
井

1
4
を
ワ
け
加
え
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

Lζ
い
う
い
わ
ゆ
る
「
め
の
こ
算
」

E
r
a
F
E旨
σ
の
債
格
決
定
方
式
が
宜
詮
的
に
明
か
に
さ
れ
た
の
で
診
る
。

的

z
z
t
F
E自
ピ
と
い
う
の
は
、
利
潤
極
穴
の
原
則
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
正
確
に
限
界
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
利
潤
極
大
白
原

則
が
貫
け
な
い
事
情
が
あ
る
た
め
に
、
ー
め
の
乙
算
」
で
行
動
す
る
だ
け
で
あ
る
。
品
目
議
論
で
位
、
乙
の

2
K
L
Fじ
E
C
を
企
業
者
が
剥
潤

の
板
大
を
同
指
し
て
行
動
す
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
摩
擦
的
な
い
る
い
ろ
の
喪
需
の
た
め
に
限
界
費
用
、
と
限
界
収
入
と
の
均
轄
を
は
か
る
と
い
う
形

式
円
行
動
が
と
れ
な
い
と

k
を
意
臨
し
て
い
る
。

a
F
m
同

-OE--NE、s
g
n
旬
、
予
訴
え
ミ
見
怠

E

E
耳、

q
E
P
N
hヘミ
E
E
N
H
H
C除
Y
H
C白0・

司

旬

日

む
1
1
山口・

四

力
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
澗
占
度
概
念
叩
護
民

第
七
十
三
倍

~ ノ、

第
六
時
踊

王



カ
レ
ツ
キ
ー
に
拍
け
る
凋
占
度
概
念
の
褒
展

第
七
十
一
-
一
特

二
ハ
岡

第
六
競

中/、

と
れ
ま
で
述
ペ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
カ
レ
ツ
キ

l
D
濁
出
度
に
よ
る
分
配
理
論
は
、

一
面
に
お
い
て
こ
れ
が
卓

抜
か
つ
大
路
左
構
想
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま
た
他
聞
に
お
い

τ、
若
干
白
理
論
的
飲
陥
を
含
ん
で
い
た
た
め
に
、
多
〈
白
反
響
色
呼

ん
だ
が
、
し
か
し
そ
白
大
部
分
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
り
す
ぎ
た
よ
う
に
思
う
。
モ
白
中
て
も
に
の
カ
レ
ツ
キ

l
の
理
論
に
封
し
て
、

か
な
り
好
意
的
に
、
か
つ
建
設
的
に
批
判
な
い
し
支
持
を
よ
せ
℃
い
た
の
は
、
上
越
白
ケ
イ
Y
1
3

ロ
ピ
ン
ツ
行
お
よ
び
ラ
ン
グ
ぐ
b

い
て
は
な
か
ろ
う
か
。
カ
V

ツ
キ
ー
の
理
論
に
と
っ
て
不
都
合
で
あ
ワ
た
己
と
は
、
停
統
的

K
暗
黙
白
承
認
を
得
て
W
た
在
来
白
完
全

E 主主
に記 号子
のを
も前
と提
にと

操 す
業 Q

唱
さム
オ1 嗣

的
て
〕 依

る~
と ミ主

か 泣
い岨、
円 官

五理
否 f
フロ阪F

皇警
宰 τ
1主て
ν、、
し主
多要
占 費
扶用
態 曲
を 線
前 が
提 7K
と Y下

す的
むし

俄 争

雪2
明，

充."，

さ「謂
IJ:能

iE手
(J'J B 
詰 g
二二 門
中~

統寄

計
的
吟
味
を
経
ず
に
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る

Q

こ
の
こ
と
は
た
し
か
に
自
介
白
論
詮
に
都
合
の

Z
H
勝
手
、
な
候
設
を
沿
〈
ょ
う
左
印
象

を
呉
え
た
。
そ
う
し
た
カ
レ
ツ
キ

l
心
理
論
的
虎
理
士
大
謄
な

b
し
め
た
根
本
白
動
機
は
、
か
れ
自
身
の
言
葉
に
工
れ
ば
、
「
濁
占
度

が
困
民
所
得
の
品
川
配
を
決
定
す
る
と
い
う
世
界
は
、
自
由
競
争
白
パ
グ
l
y
か
b
、
は
る
か
に
へ
だ
た
っ
た
世
界
で
あ
る
ο

漏
占
は
資

本
主
義
憧
献
の
本
質
に
探
く
根
ざ
し
て
い
る
も
白
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
つ
白
保
定
と
し
て
或
る
種
の
研
究
白
第
一
段
階
に
お

い
て
は
自
由
競
手
の
-
ハ
タ

l
y
も
役
に
立
づ
か
も
し
れ
た
い
が
、
資
本
主
義
経
済
の
常
態
白
歓
迎
と
し
て
は
、
そ
れ
は
た
ん
た
る
一
ワ

の
紳
話
に
す
ぎ
在
同
」
と
す
る
信
念
て
あ
ワ
た
と
み
て
よ
い

Q

し
か
し
か
れ
の
取
り
扱
い
方
の
方
向
は
正
し
か
ヲ
た
よ
う
で
あ
る
。
ナ

な
わ
ち
、
放
の
設
定
し
た
理
論
的
仮
設
は
不
完
全
競
争
な
い
し
多
占
的
山
市
態
を
前
提
す
れ
ば
、
理
論
的
に
も
決
し
て
無
理
て
は
な
く
、

士
た
買
詮
的
に
も
、
か
れ
心
仮
設
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
安
料
が
出
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
受
常
性
が
明
か
に
さ
れ
た
白
て
あ

h
o

た
だ
か
れ
の
今
度
白
書
物
『
経
済
動
墜
の
理
論
」
が
旧
る
ま
て
は
、
か
れ
自
身
に
よ
っ
て
で
は
た
く
、
た
と
え
ば
前
述
白
ス
ウ
イ
|

ジ

キ

ラ

Y
F
の
よ
う
左
考
え
方
を
遁
じ
て
、
こ
の
右
向
が
一
万
古
れ
た
に
と
ど
ま
る
ー

と
に
か
く
カ
レ
ツ
キ
ー
が
現
買
の
経
済
モ
デ
ル



を
不
完
全
競
争
な
い
し
、
多
占
般
態
の
中
に
求
め
た
と
と
は
正
し
か
っ
た
正
加
わ
ね
ば
左
ら
一
な
い
。

ω
す
で
に
惑
べ
た
も
の
り
陪
か
に
、
ヵ
レ
ツ
キ
h

の
湖
占
度
批
判
と
み
ら
れ
る
文
献
に
は
試
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
】
-
4
H
W
E
O
コ
〉
回
。
刊
。

。言ロ冨
c自回
E。司
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R
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円ωA恥む

肝
R巴一凶山

ω
』
云
・
同
司
百
戸
同
色
邑

d

町
内
尾
。
百
2
2
z
。
同
回
世
】
巧
μ
問。
ω
E
a
C
E門司自
p
hぎ
ミ
話
ヘ
》
号
、
h
h
G
t

「
冨
mvsnrHCS

ω]γ
。
自
同F。
EED3ωs2
。EF
白
9
t

噌

Lλ旨込
L同出E句包s
包与可て、言滋器F、

川

ω開日
足v話
向
同
巳
円
】
E除G主困r、、凶忌則悶吋え札
z
]句弔V出唱刷匂》点芯ο
|
巴

間
カ
レ
ツ
キ
ー
は
短
期
の
主
要
費
曲
線
が
水
平
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
検
詮
L
た
も
の
の
一
例
と
L
て

君

巧

F
S己
庄
、

1
p
h守
R
Z
Z

山
刊
与
詩
2
E芯

h
s
E
s
t・
5
t
あ
げ
て
い
る
。
(
何
色
nnrruコト
S

号
、
弐
同
E
E言内
bH-sbN2
目V
H
M
甘
え
宮
古
)

五

さ
て
『
経
済
動
閣
甲
の
理
執
』
に
お
け
る
カ
レ
ツ
キ
!
の
債
格
決
定
論
で
は
、
い
わ
ゆ
る
限
界
原
理
士
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
左
い
。

そ
こ
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
通
常

E
r
え
F
E与
(
め
の
こ
算
〕
と
よ
ば
れ
る
債
格
決
定
の
仕
方
て
あ
る
。
こ
の
と
と
は
す
て
に

第
三
節
ゼ
ラ

v
rの
所
設
に
よ
せ
て
説
明

L
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
企
業
者
が
そ
の
商
品
の
主
要
費
用
を
基
準
に
し
て
、
こ
れ
に
間
接

費
の
賦
課
分
と
見
込
利
潤
を
加
え
て
、
債
格
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
企
業
者
と

L
て
は
出
来
る
だ
け
高
い
債
格
を
つ
け
主
う

と
す
る
の
は
首
然
ぞ
あ
る
か

b
、
一
方
で
は
、
な
る
べ
く
高
い
債
格
を
つ
け
よ
う
と
す
る
心
す
左
わ
ち
、
主
要
費
用
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る

マ
ー
ジ
ン
自
民
r
d
M
V
9一
大
に
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
他
方
て
は
、
他
の
企
業
者
と
の
銃
部
が
あ
る
か
ら
、
他
の
企
業
者
の
つ
け
る
慣

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
満
市
度
概
念
の
褒
段

第
七
十
三
者

ノ、
2 

事
六
時
抗

七



カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
調
占
度
概
念
の
設
艮

第
七
十
三
巻

ーノ、
~ ノ、

静
六
肢

i¥. 

格
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

d

す
な
わ
ち
、
無
暗
に
他
の
企
業
者
よ
り
高
い
債
格
を
つ
け
る
と
、
顧
客
を
他
に
奪
わ
れ
る
と
と
に

中
な
る
か
ら
、
モ
こ
に
は
治
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
】
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
た
不
完
全
市
場
な
い
し
多
占
態
態
の
も
と
に
沿
い
て
は
、

す
べ
て
の
企
業
者
が
同
一
商
品
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
同
一
債
格
て
販
買
す
る
と
は
か
ぎ
ら
た
い
。
す
た
わ
ち
各
企
業
の
決
定
す
る
債

格
白
間
K
は
あ
る
程
度
の
較
差
を
生
ず
る
。

己
の
よ
内
ノ
ル
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
企
業
者
は
、
最
も
大
な
る
利
径
を
え
る
よ
う
に
債
格
を
決
定
す
る
と
い
う
の
が
、
カ
レ

y
キ
ー
の

と
れ
が
吹
む
よ
う
在
形
の
式
て
奥
え
ら
れ
る
(
以
下
の
議
論
て
は
刑
は
限
界
費
用
て
は
恋
い
)
。

見
方
"
て
あ
る
。

h
H
器
使
+
潟
、

(
]
戸
山
)

す
な
わ
ち
、
或
る
企
業
者
が
、
或
る
商
品
に
つ
け
る
債
格
は
そ
の
商
品
の
主
要
費
用
μ
と
他
の
企
業
者
が
同
一
の
商
品
に
つ
け
て
い
る

債
格
の
正
均
値
一
旦
と
の
一
決
函
数
て
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
の
ぜ
あ
る

ω

聞
と

n
と
は
い
ず
れ
も
正
の
常
係
数
ゼ
あ
り
、
さ
ら
に

n
は

-
工
り
も
少
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

υ

(
何
と
な
れ
ば
、
い
ま
こ
の
企
業
者
が
平
均
値
格

F
と
同
じ
水
準
に
債
絡
を
決
定
L
た
と
す
る
E
、

で
あ
る
か
ら
、
倒
の
式
は
、
H

喜
平
之
と
な
っ
て
、

u
、
p
、
m
は
す
べ
て
正
の
常
放
で
怠
る
か
ら
、
法
八
日
で
な
い
と
矛
盾
を
起
す
わ
け
で

ιる
U

。

も

n
h

さ
て
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
係
数
眠
ゐ
よ
ぴ

n
の
性
質
で
あ
る
が
、
こ
れ

b
の
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
企
業
の

づ
け
る
債
格
と
主
要
費
用
と
の
差
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
ヲ
て
単
位
蛍
り
の
利
潤
は
よ
り
大
と
左

P
、
調
占
度
は
そ
れ

だ
け
高
い
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
“
反
射
に
、

m
b
よ
び

n
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
そ
の
企
業
の
つ
け
る
債
格
と
主
要
費
用

と
の
差
は
小
さ
く
た
目
、
相
側
占
度
は
そ
れ
だ
け
小
さ
く
な
る
と
み
ら
れ
る

Q

こ
の
鮎
に
着
目
し
て
、
ヵ
レ

y
キ
l
は
己
れ
ら

m
と

n
と
を
組
合
せ
て
、
吉
¥
(
H
l滋
)

を
担
制
占
度
を
反
映
す
る
指
標
と
み
た
の
て
あ

る
。
次
に
モ
れ
を
説
明
し
よ
う

Q



)
 

l
 

(
 
以
下
第
六
節
ま
で
の
議
論
は
冨
阿
佐
b
r
r
t
町
ミ
E
ミミ

b]ミ
ミ
送
主
宅
己

i
z
。
要
約
で
あ
る

-J、

カ
レ
ツ
キ
の
考
え
る
経
済
モ
デ
ル
は
不
完
全
競
叩
左
い
し
多
占
欣
態
の
も
と
に
お
り
る
企
業
者
の
債
格
決
定
機
構
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
た
場
合
の
企
業
者
の
関
心
が
債
格
と
主
要
費
用
と
の
悶
の
関
空
、
す
た
わ
ち
マ
ジ

Y
E
-
-
z
d
の
大
き
さ
に
あ
る
こ
と

は
嘗
仲
間
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
刀
レ
ツ
キ
ー
が
濁
占
度
の
指
標
を
構
想
す
る
場
合
に
、
第
三
簡
で
述
ベ
た
ラ
ン
ゲ
の
示
唆
す
る
方
向
へ

準
ん
だ
の
も
首
仲
間
首
肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
カ
レ
ケ
干

l
は
、
債
格
と
主
要
費
用
と
の
比
、
す
な
わ
ち

p
一u

を7

ω白
式
よ
り
導
き
出
し
て
、

民|可

11 
也、
+ 
b 

~ 1，，>， 

(
H
A
H
)
 

を
る
闘
係
を
求
め
、
こ
の
川
酬
の
関
係
に
沿
い
円
て
、
戸
一

u

と

F
一u

と
を
比
ι
転
し
よ
う
と
す
る
の

B 

之
一一一一一一歩“

て
あ
る

〈第一回〉

い
ま
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
国
一
示
す
る
と
、
第
一
閏
ば
、
縦
軸
に

F
一u
、
横

軸
K
Z
u
の
大
き
さ
を
測
っ
て
、
川
仰
の
式
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
直
線
A
B
は

ωの
式
を

P 

“ 

A 

一
示
、
了
直
線
て
あ
る
。
い
う
ま
で
も
友
〈
、
直
線

A
B
が
縦
軸
を
切
る
切
片
の
犬
き
さ
が
問
。
て
あ

わ
d

、
直
線
A
B
D
勾
配
が
Mm

で
あ
る
。
し
た
が
っ
一
て
第
一
固
か
ら
直
ち
に
明
か
で
あ
る
主
う
に
、

肘

O 

問
の
億
が
大
き
く
友
む
に
つ
れ
て
、
直
線
A
N
A

は
ム
方
へ
移
動
し
、
ま
た

n
の
値
が
大
き
く
丘

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
尚
山
区
栴
念
の
瑳
艮

第
七
十
=
一
巻

ノ、
じ

洋
大
加
盟

プL



カ
レ
ツ
4
1
k
h
相
り
る
獅
占
度
概
念
の
設
展

第
七
十
三
巻

/、
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第
六
曲

O 

る
に
つ
れ
て
、
直
線
A
B
白
勾
回
は
大
き
く
な
る
。

カ
ド
ツ
キ
!
は
ζ

の
鮪
に
芦
田
し

τ、
こ
の
直
線
A
B
と
必
度
線
と
の
交
黙
の
値
を
も
っ
て
、
演
占
度
を
反
映
す
る
指
標
と

L
た
の

で
あ
る
。
第
二
国
り

Q
鮪
は
そ
れ
を
示
し
た
も
白
で
あ
る

a

い
う
ま
ゼ
も
玩
〈
、
必
度
線
心
土
ぞ
は
、
ど
こ
で
も

自

P 

tム

、
h

a
N
K
 

(
同
印
)

な
る
関
係
が
成
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

O
婦
は
悌
の
式
と
紛
の
式
と
の
一
一
つ
の
保
件
を

く第二回〉

Q 

同
時
に
み
た
し
て
い
る
耕
て
あ
り
、

ω式
と
制
式
と
を
誼
立
古
せ
て
得
た
解
が
こ
の

Q
黙
で
あ

45' 

る
。
と
こ
ろ
で
い
ま

ωと
闘
と
を
蓮
立
さ
せ
て
解
く
と
、

P 
u. 

Sミl可

11 

尽i"，

11 

712 

(
同
司
)

O 

さ
き
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

す
怠
わ
ち
、

Q
黙
は
縦
軸
・
横
軸
と
も
に
、
吉
、
(
H

と
の
値
を
一
万
す
座
憾
で
あ
る

e

而
し
て
、

m
も

n
も
、
モ
の
値
が
大
き
く
ρ
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
直
線
A
B
の
位
置
が
上
方
に
移
動
す
る
。
そ
れ
に
L

た
が
づ

τ、
直
線
A
B
と
必
度
線
と
の
交
貼

Q
O
位
置
も
右
上
に
移
動
す
る
。
こ
の
こ
と
は
制
式
的
方
議
を
み
て
も
明
か
て
あ
る
。
カ

レ
ツ
キ

l
は
己
白
期
に
着
目
し
て
、
主
¥
(
同
道
)
ナ
な
わ
ち
第
二
国

D
Q貼
の
位
置
が
濁
占
度
を
反
映
す
る
指
標
で
あ
る
と
し
た
の
で

あ
る

七



さ
で
同
開
ム
お
よ
び
削
仰
の
式
か
ら
債
格
と
主
要
費
用
と
の
比
率
を
導
き
出
す
L
r

、

也

同

Q

H

H

N

 

(

]

弓

)

同
様
に

ωの
関
係
か
ら
一
、
侭
格
ー
し
主
要
費
用
と
の
比
率
を
活
字
さ
出
す
と
、

日
H
H
十、

-
(
]
【
由
)

L
r
一
こ
ろ
で
、
こ
れ

b
M刷
、
制
と
同
じ
も
の
さ
示
す
心
が
仰
の
式
て
あ
る
か
ら
、
カ
レ
ケ
キ
の
新
著
『
経
消
動
感
心
理
論
』
に
治
け
る

調
占
度
を
反
映
さ
せ
る
指
標
=
、
(
同
誌
)
は
、
制
式
の

H
¥
戸
、
)
ま
た
は

ω式
の

(
H
占
こ
に
相
常
ナ
る
も
の
ぜ
あ
る
。

己
の
こ
E
は
要
す
る
に
、
制
仰
の
吉
¥
(
H
h
)

が
濁
占
度

μ
そ
り
も
り
で
な
く
、
日
[
¥
(
H
!
と
で
あ
る
と
い
う
意
ー
昧
に
ゐ
い
て
、
調
占

度
の
指
標
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、

L
E
L
T
M
仰
の
吉
¥
(
困
対
)
が
倒
の

(
H
十
、
)
に
相
官
す
る
と
H
う
意
味
に
'
沿
い
て
、
調
占
度
を
反

映
す
る
指
標
と
し
て

E
円
。
。
ご

E
井
ー
弓
の
要
素
を
担
く
打
出
す
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
一
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る

G

輔
抗
言
す
れ
ば
、
抽
刊
の
示
す
今
度
の
一
新
し
い
濁
占
度
の
指
標
と
は
、
い
わ
ば
前
著
「
経
摘
F謎
動
理
論
に
闘
す
る
諸
諭
女
」
に
お
け
る
猪

占
度

μ
を
そ
の
ま
ま
と
っ
て
く
る
代
り
に
、

H
¥
(
同
百
)
と
い
う
形
て
間
接
的
に
表
現
し
て
、
そ
れ
を
指
標
と
し
た
も
の
ゼ
あ
目
、
な

冶
か
っ
、

ω
ψ
E古
色

E
百
円
ハ
ロ
司
白
要
素
を
と
り
い
れ
る
に
官
ヲ
て
、

ω
の
ま
ま
で
は
企
業
J

者
の
他
企
業
の
慣
格
政
策
に
封
す
る
態

間
を

E
古
。
問
自
己
目
ハ
ー
石
白
要
因
と
み
、

η

を
他
企
業
の
債
格
政
策
に
劉
抗
す
る
態
度
を
表
わ

度
が
表
面
に
あ
ら
わ
せ
た
い
か
ら
、

す
要
因
と
み
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
組
合
せ
か

b
去
る

2
¥
(
H

ぬ
)
[
H
M
¥
(

同
l
ミ
)
]
を
も
っ
て
、
調
占
度
の
指
標
と
し
た
の
で
あ
る
@

カ
レ
ツ
キ
ー
に
お
け
る
湖
占
度
概
念
の
設
展

第
七
十
三
巻

/、
九

第
六
日
目



刃
レ
ッ
?
?
に
お
什
る
淘
占
民
概
念
の
務
艮

第
七
十
三
巻
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O

拍
車
大
腸

八

今
度
の
新
著
に
お
い
て
所
得
心
分
配
を
説
明
す
る
方
法
は
、
前
著
に
お
り
る
取
扱
い
方
と
同
盟
ら
な
い
.
し
た
が
っ
て
、
モ
の
聞
の
説

明
は
、
紙
面
の
関
係
も
あ
っ
て
省
略
す
る
が
、
今
度
む
書
物
に
お
け
る
取
扱
い
方
の
特
徴
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
第
三
簡
に
h
d
h
τ

述
へ
た
ラ
ン
グ
心
構
想
を
踏
襲
し
て
、
濁
占
度
む
指
標
が
所
得
の
介
回
全
決
定
す
る
と
杓
う
こ
と
を
論
澄
す
る
た
め
に
、
多
占
的
欣
態

り
も
と
に
必
け
る
候
設
的
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
ソ
主
要
費
用
不
鐙
」
、
過
剰
能
力
下
の
生
産
し
、

I

限
界
原
理
に
代
る

E
z
a
F
C
E
E

「

7
1
3
y
の
割
合
言
古
色
目
白
「
与
と
産
業
内
心
各
企
業
心
協
調
の
程
度

P
5
1
5⑦
え

p
o
E含
奇
司
」
と
い
っ
た
諸
博
惣
D

遁
用
に
上
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
@

こ
む
た
め
に
、
濁
占
度
の
内
容
は
た
し
か
に
鮮
明
に
左
っ
た
け
れ
ど
も
、
理
論
そ
の
も
む
の
機
能
的
な
性
格
が
央
わ
れ
て
、
経
済
シ

ス
テ
ム
杢
間
が
制
度
的
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
来
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
い
わ
ば
カ
レ
ツ
キ
ー

の
班
長
冊
的
モ
デ
ル
は
あ

b
ゆ
る
フ
ァ
ク
タ
が
粘
w

一
F

消
防
て
あ
る
と
こ
ろ
の
明
日
系
て
あ
る
。

永
い
問
、
経
済
閣
尚
早
心
理
論
的
壬
ヂ
ル
は
自
由
競
争
で
あ
っ
た
@
い
わ
ゆ
る
債
格
の
自
動
的
調
節
作
用
は
あ
ら
ゆ
る
経
済
フ
ァ
ク
タ
ー

が
国
滑
に
餐
動
ず
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
と
と
ろ
が
羽
賀
の
推
移
と
と
も
に
、
債
格
の
硬
直
性
、
と
く
に
生
産
用
役
債
格
の
硬

直
性
左
い
し
粘
着
性
が
問
題
に
た
っ
て
来
た
a

そ
の
程
度
に
隠
じ
て
経
済
は
そ
白
優
位
性
を
政
治
に
奪
わ
れ
て
き
た
@

こ
り
段
階
て
は

も
は
や
経
済
が
自
動
的
に
勤
〈
の
て
は
な
く
、
政
策
よ
っ
て
忙
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
@

ケ
イ
Y
1
の
経
済
壌
は
、
要
す
る
に
乙
う
い

う
段
階
で
あ
っ
た
。

し
か
し
カ
V

ツ
キ
白
描
く
理
論
的
モ
デ
ル
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
制
度
だ
け
で
動
か
さ
れ
る
世
界
て
あ
る
。
モ
乙

で
は
あ
ら
ゆ
る
ア
ァ
グ
グ
ー
が
粘
着
的
で
あ
り
、
も
は
や
己
れ
を
動
か
す
力
は
経
済
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
外
に
あ
る
叫




